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プレスリリース 報道関係者各位 

2025 年 5 月 27 日

ブラウエ・ライタージャパン 株式会社 

ホテル客室におけるオゾン使用に関する注意喚起 

―見えないオゾン残留の健康リスクと、2025 年 10 月の規制開始に向けた提言― 

ホテル業界では、お客様に快適な環境を提供するため、オゾンによる消臭作業が広く利用されていま

す。オゾンは強力な酸化力により高い消臭効果を発揮しますが、その一方で人体への影響もあり、安全な

取り扱いが求められます。 

 

■ 2025 年 10 月からの規制強化 

2024年4月から、事業場ごとに化学物質管理者の選任が義務化されました。さらに2025年10月1日から

は、オゾンの短時間濃度基準（0.1 ppm／15分平均）が新たに適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ オゾン残留と健康リスク 

 

たとえばオゾン 3ppm を発生させた密閉空間（一般的なシングルルームの広さでユニットバス換気扇 1

基稼働）では、以下のような濃度推移が想定されます（半減期 30 分、湿度 50%、室温 20℃）。 

濃度 意味・基準 到達時間（目安・MAX 3ppm として） 

0.1 ppm 厚労省短時間濃度基準 約 2.5 時間 

0.0032 ppm 無害とされるレベル（オゾン臭も感じにくい濃度） 約 6 時間 

適切な換気が行われていない場合、チェックイン時点でも室内にオゾンが残留している可能性があり

ます。最近では窓が開かない構造のホテルも多く、換気扇などの設備に頼るしかない場合もあります。

室内のオゾン濃度が安全であることを、事業者が明確に定め、現場に徹底する必要があります。 
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■ 化学物質管理者等の配置・リスクアセスメントが必須 

また、労働安全衛生法改正により、以下の人員配置が事業場ごとに義務化。       

 化学物質管理者（オゾン等の化学物質リスク管理に関する専門知識を有する者） 

 保護具着用管理責任者（防毒マスク等を使用する作業がある場合） 

これらの役職者には所定の講習受講（通常 1 日程度）が必要であり、人件費・教育コスト・スケジュー

ル調整といった実務負担が発生します。 

さらに、選任後もオゾン濃度の測定や記録、作業者への安全指導など日常的な管理業務が求められ、 

現場での運用負荷は無視できません。 

 

■ 代替提案：「フォトン式消臭機 totte」 

当社が提供する「フォトン式消臭機 totte」は、高濃度オゾンを一切使用せず、安全性の高い紫外線技

術を用いた次世代型の脱臭機です。 

 異なる 2 波長の紫外線による促進酸化反応で、ニオイ成分を効果的に分解 

 化学物質管理者等の配置や保護具の着用が不要で、導入・運用が容易 

 副次的に生じるオゾンも極微量で基準値(0.1 ppm)を下回るため規制対象外として取り扱われます 
 

 

■ 一般オゾン発生器との比較 

「totte」は、従来の高濃度オゾン発生器と比較して、安全性・管理負担・環境配慮の点で大きな利点

があります。 

項目 オゾン発生器 フォトン消臭機「totte」 

安全性 高濃度オゾンは人体へ有害 紫外線を利用し、安全性が非常に高い 

法対応 
化学物質管理者等の配置 

オゾンの測定・記録・保護具着用 
規制対象外で、管理者・保護具も不要 

 

■ まとめ 

今後のホテル運営では、「ニオイを消す」だけでなく「安全にニオイを消す」ことが求められます。 

「totte」は、規制に左右されず、高い安全性とコストパフォーマンスを両立した脱臭ソリューションで

す。ぜひ導入をご検討ください。 
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